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上
信
越
自
動
車
道
は
、
群
馬
県
藤

岡
市
で
関
越
自
動
車
道
よ
り
分
岐
し
、

軒
潟
県
上
結
市
ま
で
の
総
延
長
約
2

0
3
回
の
高
速
道
路
で
す
。
こ
由
う

ち
の
、
小
諸
市
か
ら
更
地
市
ま
で
の

お

・
8
M
が
今
回
開
通
を
し
ま
し
十
三
。

イ
ノ
タ
!
チ
ェ
ン
ジ

円以
下
H
I

C
)
は
車
か
ら

『点
部
崩
の
丸
I
C
』

『上
回
官
平
I
C
』
『
厳
城
I
C』
と

続
い
て
、

休
憩
施
設
は

『車
部
協
の

丸
サ
!
ピ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)』
『
千

幽
川
さ
か
さ
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)』
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

t 

[2J l1i再Fラ;i!.18.12. 

開
通
式
は
東
部
湯
白
丸
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
行
わ
れ
、
枇

一
番
の
附
天

に
阻
ま
れ
、

1
0
0
0人
近
い
書
列

白
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
桂
白
市
内
パ
レ
ー
ド
で
は
、

沿
線
白
保
育
園
児
、
小
学
生
、
そ
し

て
市
民
白
骨
さ
ん
が
小
旗
を
振
っ
て

歓
迎
し
、
事
く
の
書
列
者
か
ら
賞
賛

さ
れ
ま
し
た
。



暫
定
二
車
線
・
ト
ン
ネ
ル
連
続

上
信
越
自
動
車
道
は
、
昨
年
開
通

し
た
小
諸
I
C
か
ら
千
曲
川
と
国
道

問
号
に
平
行
し
、
浅
間
山
か
ら
湯
の

丸
山
田
山
麓
を
通
り
、
太
郎
山
と
五

里
ケ
峯
を
貫
く
道
路
で
、
更
地
ジ
ヤ

ン
ク
シ
ョ
ン

(J
C
T
)
ま
で
暫
定

二
車
線
で
の
供
用
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
区
聞
は
、
地
形
・
地
質
の
制

約
か
ら
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
、

7
本
の

ト
ン
ネ
ル

(1
2
・
7
M
)
が
連
続

し
て
い
ま
す
。
工
事
で
扱
っ
た
土
量

は
全
体
で
7
5
0
万
立
方
げ
に
白
ほ

り
、
上
田
市
よ
り
小
諸
方
面
へ

1
8

0
万
立
方
ば
、
坂
域
町
よ
り
更
埴
方

而
に

1
0
万
立
方
H
M
の
士
連
搬
を

一

般
迫
路
を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

高
速
道
路
を
使
っ
て
時
間
短
縮

高
速
道
路
が
開
通
す
る
と
、
人
々

の
行
動
範
聞
が
広
が
り
ま
す
。
上
回

1
東
京
聞
は
2
時
間
叩
分
、
新
潟
ま

で
は
2
時
間
回
分
、

1 

， 

12. 
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高速道利用による

上困菅平河ンターがら

の距離・時間・料金

時間

175.5 

東京

ま
た
、
全
国
に

『上
回
』
を
知
っ

郡

て
も
ら
う
た
め
の

P
R
を
行
っ
て
き

-一え

ま
し
た
が
、
市
と
し
て
も
、
上
回
に

づ

寄
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

ロ

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

，

・
問
い
合
わ
せ
主
通
対
策
課
(
困

1

'

内

6

1
5
6
3
・1
5
6
4
】

【

長野

28.0 

期
待
の

佐久

20分

25.6 

今
後
は
、
早
期
に
四
車
線
化
に
な

り
、
安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
間
悟
機
関
に
働
き
か
け
て
い



情報『天領の文化と蚕都の文化』
歌舞使 (禰埠車町・ 上田真田)公漬

.~/ポジウムjf地芝居と筋怖の文化を考える」

平成9年2月15日出午後1跨/文化会館ホール
入場料 1000円 (12月中旬尭亮)

問い合わ せ 文 化 会 館 ⑪ 陪07回)

勤
労
青
少
年
ホ
1
ム

1
月
闘
機
構
座
へ
/

---
V
活
動

時

間

午

桂
6
時
卯
八
万
1

同
8
時
泊
分

マ
対
車

上
田
市
内

に
お
住
ま
い
か
、
市
内
事
業
所
に
勤

務
由
加
蹴
ま
で
の
勤
労
青
少
年
目
か

た
。

マ

由
申
し
込
み

ロ
月
日
日
制

か
ら
四
月
H
目
的
ま
で
に
、
勤
労
青

少
年
ホ
!
ム
(
消
防
本
部
前
〉

へ
畳

講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い。

な
お
、
世
話
で
申
受
け
付
け
も

し
ま
す
。
各
晴
座
と
も
定
且
に
な
り

O 

ィーン・オベレッ

と、カルチコフスキーが歌うオベレッタ

のアリア惜か、ワルツ・ポルカの名曲に

よる華置で輩しいコンサー 卜です。

平成9年1月8日(劇
開渇午後 6時叩分/開演午後7時

次
酷
締
め
切
り
ま
す
。

マ

畳
付
時

間
午
桂
零
時
初
分

3
悶
9
時

(日

曜
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
)

マ

畳

鴎
軒

1
5
0
0
円
、
他
に
利
用
者

協
援
会
費

(2
0
0
円
)
が
必
聖
で

す
。

マ

問
い
合
わ
せ
勤
労
背
少

年
ホ

l
ム

晶

叫
匂

7
l
I
7
)

111座名 暗日 期間 回数 定員 材料費等

料 理 月 1/6 ~3/ 1 0 10回 18人 旬開醐 月程度 。咽

料 理 火 1/7 ...... 3/18 10回 18人 附・"'~程度 。圃

料 理 水 1/自......3/19 10回 18人 "問棚田1I 0~

H匹E宗 教 室 火 ν7 -3/18 10固 20人 ショーズは履き)

絵 画殺室 本 1/9 -3/日 10固 20人 詳細目ホームまで

初級写真教室 金 1/10-3/14 10固 20人 手持ちのカメフ

.勤労青少年ホ-"，月聞踊踊座

上岡市民会館
入場料/A席=4500円

日席=35日日円

C席=2500円
(全席指定当日券500同憎し)

チケヲト取り緩い琴光掌 上園百武 市民会館

文化会錦絵会教育銀

|問下両正瓦至i言瓦函-

長
野
大
学
で
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

y
シ
ョ
ン

••• 
長
野
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
総
合
科
目
後
学
期
パ
ネ
ル
デ
イ

ス
カ
ッ
ン
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

臼
月
5
日
附
午
後
零
時

品
分

3
伺
3
時

マ
と
二
ろ

長
野

大
学
2
1
1帯
教
室

マ
テ
ー
マ

戦
争
由
記
憶
と
鞍
桂
印
年
白
諸
相

マ
入
場
料

無
料

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
大
学
生
題
学
習
セ
ン
タ
ー

府
叫
⑪

0
0
0
7
)

一
本
開
局
に
怒
っ
た
も
の
、
ほ

-し
い
も
の
が
あ
り
者
レ
た
ら
、

一
生
活
環
焼
腺
(
内
線
1
3
g

一n
u
)

へ
ご
遭
飴
を
・

不
川
"
聞
の
E
Uに
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
利
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
ゑ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

盟
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

畳
録
の
日
よ
り
6
か
月
聞
は
そ
の
ま

ま
登
録
し
ま
す
。

マ
由
孔
母
ボ

マ
ゆ
り
か
ご

マ
ベ

ビ
!
ベ
ヲ
ド

マ
自
転
車

{四
イ
ン

チ

-mイ
ン
チ
}

マ
盛
山単

マ
応

接
セ
ヲ
ト

マ
ス
ピ
ド
ス
ケ
ト

舵
{
笥
個
)

マ

竹
刀

マ
ぶ
ら
さ

が
り
健
康
器

マ
そ
ろ
ば
ん

マ
小

学
生
川
腰
樹
ゆ
り

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ヲ
ド

マ
ッ
ト
レ
ス

悶
悶
悶
悶
闘
悶
悶
M

・・・・・・一

マ
三
鎗
車

マ
室
内
用
滑
り
台

マ
マ
マ
コ
l
ト

マ
マ
タ
ユ
テ
ィ
ー

ド
レ
ス

マ
冷
厳
胤

マ
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ

マ
屯
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

マ
電

気
毛
布

マ
ビ
デ
オ
デ
ヲ
キ

マ
電

気
ニ
た
つ

マ
原
動
慣
付
金
自
転
車

(原付
き
パ

J

Z

V
子
ど
も
用

自
転
車

(
H
s
u
m
イ
ン
チ
)

マ
二

段
ベ
ヲ
ド

マ
移
wm机

マ
テ
レ
ビ

台

マ
ソ
フ
ァ
ー

〔二
人
働
け
)

マ
野
嫁
グ
ロ
ー
ブ

マ
ス
キ
1
ウ
ェ

ア

(1
6
0
哩

マ
卓
球
台

マ

足
踏
み
式
ミ
シ
ン
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

ン
l
ト

マ
シ
ン
グ
ル
ペ
ヲ
ド

マ

屯
子
レ
ン
y

マ
食
卓
テ
ー
ブ
ル

マ
洋
服
た
ん
す

マ
米
び
つ

マ
エ

レ
ク
ト
ー
ン

[ 4l 7 12. 広喜Fラ~!t!8.|メディアランドUED判明間(日午後 2時~

インターネ ット体験全 (事加輯科)四国事1000



イランド lJA.-

ヲ人列スマ ス ス ベ シ ャ 川 二 。々 -

.，. St.Media X'mas '96 べ7
-サンタクロース救出大作戦~ ' 

慣らの室園 fサンタワール ドJ が、メディアランドに出現f
盛りだくさんのクリスマスゴベントや量新聞マルチメディア

が体験できます。
月目 催し 開潰時剛 入浴 問い合わぜ

限/. 上田市民劇場"月例会 3回公潰 会員券 @市民96劇9楊7 -s rOHIミスプレジデント」

1! ザ・ニュースベーパー 瞬発り
ヒュー守ン

"∞ ボイス
働 公演 '500門 @7300 

" 上因子ども踊場・前遭座公漬 18:30 会員傍 @4756 
t出 「月賓のサンゴFマリア』

四割762.二の丸， -2 上田市民会館

12月15日(日)
午前叩時~午後 4時

ス吋
恥

円

作

)

A
J
ト
、
み

ン
ー一りの

M
寸
劇
一
一

12月14日(土)
正午~午後5時

r250インチの大ス
クリーンで白熱の
対戦ゲームJ(14日のみ〉

(実質)イベン 卜[両日]

・合成写真クラブ(1枚300円)

あなたの合成写真をらくら〈

制作

.オリジナルクリスマスカード

・年賀状に挑戦(1回500円1

・インターネ γト自自体験

(30分300円)

.デジタル絵本&ペーパークラ

フト 『ベーパー ・ベコラ』

( 1回300円)

.有料イペン トに怠加できる『サンタメディアパスポート』を眼売します.

参加無料イベント [両日1
・圏内最新のCG (コンピ a

タグラフィック;2:)作品を一

事公開~デジタルアートの世

界~
.今信組のインタ ネットラジ

オを聞こう〆

.マルチメディアコレク νョン

'96 (メデ 4アランドで制作さ

れた作品をお車しみください)

田島0760

E島1111

.材木町1-2-3
一一『而す

大人
1似拘門

-よ図原1640

9ω 

東部町文化会館
よ図市民吹奏奪回

ポップスコンザート 00

第"回線南地区文化祭

上田市文化会館

上回創造館

上田市マルチメディア情報センター
上回市下之郷リサーチパーク内 E見事1000
イ月一わトネ-1."→ URL=http://www.umic.ueda.nagano.jp/

鑑輩
ホール己だま

阻f.泊 436

荻原芳鍾水影画展

続審寄席

(江戸京諭八さんほか〉

信州国際音楽村

税
は
、
私
た
ち
が
安
全
で
豊
か

な
市
民
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
く

こ
と
町
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で

す
。

一

皆
さ
ん
に
税
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

ゾ
リ
!
ズ
で
税
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

第
l
回
目
は
、
「
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
」
で
す
。

口

U
固
定
責
産
税
制
度
目
あ
ら

口
口
ま
し
、
税
額
の
算
出
方
去
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日

ま

ず

、

固

定

資

産

税

制

度

「

U
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
話

p
レ
tLV念
⑨
『
I
M

ょ
っ
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年

l
月

l

日
現
在
、
土
地
、
軍
属
、
償
却
資

産
(
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
庖

な
ど
を
経
営
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
機
械
、
器
具
、
備
品
等
-
)

を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
人
は
、
版
刷
と
し
て
固
定
資
産

白
所
有
占
で
す
。
た
だ
し
、
そ
白

" 唱

メディアランドUEDA112月19日嗣午削時四分-8時30分

アフター 5セミナー 『ホームページ作成嶋座 (上甑掴)J(先着16組・畢加費却凹円

所
有
者
が

1
月

1
口
以
前
に
死
亡

し
て
い
る
場
合
に
は
、

l
月

l
日

現
症
で
、
こ
れ
・
り
由
資
産
を
現
に

所
有
し
て
い
る
人
が
納
税
義
務
省

と
は
り
ま
す
。

次
に
、
説
額
の
算
出
方
法
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
っ
。

最
初
に
、
自
治
大
臣
白
定
め
た

悶
定
資
産
評
価
越
単
に
基
づ
き
、

固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ
白
価
絡

(
抑
制
額
と
い
い
ま
す
)
を
決
定

し
、
そ
の
価
格
を
も
と
に
課
税
際

準
額
を
算
定
し
ま
す
。
こ
の
課
税

傑
準
額
に
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
脱
串

M
%を
掛
け
て
税
額
を

算
出
し
、
こ
の
税
額
等
を
記
載
し

た
納
税
通
知
容
を
皆
さ
ん
に
お
送

り
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
日

私
は
、
平
成

7
年
刊
月
に

口
口
自
己
所
有
地
白
売
買
契
約
を

締
結
し
、
平
成

8
年

3
月
に
買
主

へ
の
所
有
権
移
転
畳
配
を
済
ま
せ

ま
し
た
。
平
成

8
年
度
の
固
定
置

産
税
は
誰
に
諜
税
さ
れ
ま
す
か
。

汁

U

平
成
8
年
度
の
固
定
資
産

「
U
税
は
あ
な
た
に
謀
説
さ
れ
ま

す
。
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

毎
年
l
月

l
口
現
在
、
上
地
登
記

簿
に
所
有
者
と
し
て
畳
紀
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
、
当
該
年
度
分
自

固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
税
務
諜

n回
目

1

2
9
2
1
1
2
9
4〉
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6
人
が
晴
れ
の
受
章

-R*会
内

政
府
は
、
平
成
8
年
秋
の
叙
勲
受

章
者
(
日
月
3
日
付
け
)
を
尭
蓋
し

ま
し
た
。
上
田
市
で
は
6
人
が
附
れ

の
受
章
に
聞
き
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

・
勲
四
等
瑞
宝
章

マ
片
岡
利
男

(
打
歳
・
小
牧
)
元
国

立
霞
ヶ
浦
病
院
事
務
部
長

マ
宮
薄
皐

〔
柑
歳
・
吉
田
)
元
長
野

税
務
署
長

-
勲
五
等
瑞
宝
章

マ
高
柳
博
典

(
叩
歳
・
城
北
)
現
長

野
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
述
盟

理
事
長

マ
柳
章
理

一
郎

〔
印
歳

・
下
紺
昆
町
)

元
長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

市長および市議会議員の

あいさつ状は出すことができません
法彼等により、市長および市腿会織員伝どの公職に

ある者I志、市民の皆さんに年賀状などの 『あいさつ状J

を出すニとができませんので、ご理解く ださるようお

願いします.ただし、市民の皆さんからいただいたも

のに対する自筆による答礼のものは除かれます.

平成8年12月 よ図市長

よ図市指会

長-
勲
六
等
単
光
旭
日
章

マ
田
中
晃
葺

(
剖
歳
・
鈴
子
)
元
上

田
市
消
防
団
団
長

-
勲
七
等
青
色
桐
華
章

マ
滝
理
直
矩

(
刊
歳

・
金
剛
寺
)

元
長
野
県
警
部
補

組
人
が
喜
び
の
受
賞

-R-R女

平
成
8
年
度
上
田
市
功
績
者
表
彰

式
が
、
日
月
四
日
市
役
所
大
会
議
室

で
行
わ
れ
れ
出
入
が
号
茸
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
信
越
一
自
動
車
道
白
建
設
に

貢
献
さ
れ
た
3
人
白
か
た
に
特
別
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
(敬
称
略
)
。

置
自
治
功
績
(2
人
)

家
庭
用
計
量
器
無
料

精
度
診
断
を
実
施
/

••• 
市
で
は
、
身
近
な
計
量
器
に
関
心

を
探
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
温
計
、

マ
伊
麗

一
郎
(
印
歳

・
城
北
〕

マ
柳
原
基
(
位
歳

・
新
聞
〉

・
教
育
・
文
化
功
績

(9
人
)

マ
稲
葉
恒
幸
(
回
歳

・
材
木
町
)

マ
小
地
雅
夫
(
円
歳
・
諏
訪
形
)

マ
五
暗

士
事
(
日
歳
・
御
所
)

マ
清
水
量
博
(
印
歳

・
常
人
)

マ
満
理
窟
雄
(
万
歳

・
小
牧
)

マ
武
村
幸
子
(
打
歳

・
南
天
神
町
)

マ
長
苔
川
芳
子
(刷出歳

・
中
常
国
)

マ
畑
綾
(
祁
歳

・
北
大
手
)

マ
山
極
尚

一
(
円
歳

・
大
湯
)

・
社
会
功
績
(6
人
)

マ
出
因
子
吉
(
万
歳

・
材
木
町
)

マ
浦
原
三
代
子
(
回
歳

・
諏
訪
部
)

マ
小
林
光
子
(
曲
歳

・
本
町
)

マ
春
原
巽

(η
歳

・
東
前
山
)

マ
武
田
正
膏
(
花
歳

・
十
人
)

マ
宮
下
道
順
(
万
歳

・
小
井
田
)

.
産
量
功
績
(剖
人
)

血
庄
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ

チ
ン
ス
ケ
ル
等
の
稿
料
精
度
診
断

を
行
い
ま
す
(
デ
ジ
タ
ル
式
血
圧
計

は
器
断
で
き
ま
せ
ん
)
。

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
課
(困
1

4

0
3
)
 

渇

市役所

計量

検査室

(市役所西

庁舎 1階)

時間別手 午前9略~正午

午後 1時~午後 3時

会日

12月12日出

12月17日出

12月13日幽

12月16日(月}

-日程表

月

マ
青
島
良
徳
(
引
歳

・
御
所
)

マ
足
立
構
世
(
位
歳

・
干
塩
尻
)

マ
石
轟
喜

一
郎
(
印
歳

・
原
町
)

マ
大
川
博
週
(
印
歳

・
大
手
町
)

マ
岡
崎
敏
(
日
歳

・
袋
町
)

マ
倉
理
猪
三
郎
(
m
M

歳
・
上
塩
尻
)

マ
倉
沢
昇
作
(
刷
歳

・
院
内
〉

マ
黒
岩
正
直
(
印
歳

・
踏
入
)

マ
小
林
事
夫
(
邸
歳

・
木
町
)

マ
小
宮
山
行
徳
(
創
成

・
車
前
山
)

マ
佐
藤
正
志
(
九
歳

・
上
場
尻
)

マ
島
田
光
盈
(
竹
歳

・
大
手
町
)

マ
下
川
仁
作
(
白
歳

・
小
牧
)

マ
春
原
章
(
砧
歳

・
築
地
)

マ
竹
田
末
雄
(
伺
歳

・
北
常
田
)

マ
田
中
修
(
臼
歳

・
材
木
町
〉

マ
永
弁
惣

一
郎
(印
歳
・
五
加
)

マ
長
井
良
浩
〔
引
歳

・
海
野
町
)

マ
壇
野
文
男
(
引
歳

・
鈴
子
)

マ
宮
崎
孝
市
(
臼
歳

・
保
野
)

雪
道
安
全
確
保
の
ため

『除
雪
』
に
ご
協
力
を

••• 
今
年
も
雷
の
た
よ
り
が
届
く
宰
節

と
な
り
ま
し
た
。
県
と
市
で
は
、
冬

の
雪
道
を
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
主
要
な
道
路
の
除
雪
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
内
全
線
を
除
雪
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
地
区
内
の

道
路

・
幸
道
等
白
除
雪
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
自
治
会
等
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

一
部
の
桓
道
等
は
、

マ
宮
軍
功
(
印
歳

・
浦
野
)

マ
柳
理
漉
泊
(
印
歳

・
詰
入
)

マ
横
閲
勝
巳
(円
歳

・
石
神
)

マ
横
山
允
車
(
邸
歳

・
大
手
町
)

.
特
別
賓
転
者
(3
人
)

マ
草
露
隆
夫
(
礼
歳

・
矢
沢
)

マ
土
屋
伊
E
(回
歳

・
長
島
)

マ
柳
軍
高
貴
(
剖
歳

・
小
井
田
)

剤
(
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
)
の
散
布
を

し
て
い
ま
す
が
、
全
て
は
不
可
能
で

す
の
で
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

早
め
の
は
き
替
え
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
l

ノ
等
の
早
め
の
装
着
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
た
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

9
4
)
 

土
木
諜
(困
1
5

融
雪

"月19日に行われた上園市功績者表彰式

(市役所6階大会級重)

11iJ/lラ~!t!8. 【6l7 12. 

昨年の除雷作業(小泉地区)



平成 9年 4月入校

陸・海・空自衛隊生徒募集
マ対象 中学卒措 (且込み)のI7曲来輔の則子

マ特典 高得学校卒量買絡の唖得、主食住無料

で教育を畳晴 (蛤与 ・手当て有り)ほか マ畳付

期間 来年 l月4Bまで マ第岳民瞳 同 1月
5日 マ問い合わぜ 自衛隊上図募集取萌所 (圃

@5267) 

• 
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(叩
月
扇
け
出
分
敏
祢
略
}

一
ノ
瀬
田
繁

山
崎
窃
代

山

悶

貫

児
玉
官
賞
柴

崎
八
千
代

関

鍛

織

制球
体
恒
夫

利
関
油
開
チ

宮
下
車
法

雄
悶
民
子

高
速
機
代

成
滞
喜
重

宮

沢

要

大
森
光
線

小
体
調
川
駒沢

V
M
休
ま
さ

斬

図
倉

升
上

場

開
前
山

石

神

赤

紙
築

地

川
辺
町

五

加

新

図

上
砲
尻

緑
が
丘
商

中

組

緑
が
丘
北

伊
勝
山

上
本
廊

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

年
末
年
始
は
休
業
/

---
U
月
初
日
聞
か
ら

l
月

3
日
掛
ま

で
は
、
ト
イ
レ
由
く
み
取
り
業
務
が

休
み
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ

、
。

L
 と

く
に
、
年
末
は
く
み
取
り
の
依

頼
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
業

者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
余
裕
の
あ
る
か
た
は
休
み

明
け
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内

山

光

子

下

胤

曲

玉

木

S
ょ
う

五

十

胤

久

子

鷹

匠

町

刊

小

体

ト

ン

抱

滞

と

よ

え

伊

併

山

崎

北

薄

知

明

諸
問
滞
郁
土
潮

中

組

制

本

剛

砂
よ
志

向
帰
国
ミ
ァ
子
み
す
ず
台
附
田
何
百
忠
男

大

滞

勝

彦

染

民

叫

者

持

参

憲

大

弁

喜

久

雄

浦

野

口

薮

口

す

み

代

田

小

松

い

つ

滋

野

町

制

回

議

杉

日

春

係

書
三
代

上

抱

尻

刷

西

川

文

夫

冊

柳
海
民

人

保

野

師

原

聞

は

る

刊

商

湾

鈍

平

上

ゼ

担

開

成

凶

点

儒

m

m

g
滞
サ

ヨ

桁

町

田

北

海
す
ぜ
の

帥

山

崎

け

さ

み

村

木

町

η

中
村
順
子

回

世

船

み

ち

子

上

常

附

肝

誠

治

う

た

子

胡

赤

附

作

助

伊
勢
山
園
山
内
陣
志
ず

お

退

様

八

郎

防

時

若

体

貞

峰

帥

良

品

樗

仁

古

回

目

玉

井

綾

子

岨

北

沢

恭

八

木

沢

田

温

海

行

男

同
時
久
仲
介
鋼
wm
チ

刷
H
ケ
民

曲

山

崎

孝

一

時

清

水

恵

次

院

内

田

県

沢

定

雄

均

体

伝

つ

平

仲

介

守

れ

小

体

好

子

帥

山

崎

秋

子

倉

升

叩

薗

嶋

治

郎

町

久

保

角

太

郎

川

辺

町

田

川

剛

氏

吉

マ
問
い
合
わ
せ

1
3
8
7
)
 

生
活
環
瞳
際

〈困

年
末
は
混
雑
し
ま
す

登
記
申
請
お
早
め
に

••• 
畳

記
事

務
は
年
末
に
な
り
ま
す
と

急
地
し
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

年
内
に
登
記
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

マ
問
い
合
わ
せ

星
野
地
方
法
務
局

上
回
支
局
(
圃

@
2
0
0
i
)

定

付

1

1

 

金

井

上
輩
銅

鐸

凶

神

剣
餅

入

常
僻
畑
町

染

畠

川
辺
町

乎

塚

新

聞
t
本
郷

大

風

隊

m
zハ

中
之
条

中

野
伊
勢
山

愛
宕
町

染

臣
中
之
条

新

島

山

口

小

牧

帥

幽
閉
湾
み
ゆ
き

十

人

創

刊

厳
井
喜
久
子

丸
山幡町

河

内

仮

垣

徳

夫

鰻

治

町

η

河

小

体

定

代

学
海
稲

田

路

単

調

帰

省

五

加

制

田
弁
上
ヨ
リ
み
す
ず
台
北
師

同

中

村

要

小

弁

回

前

田

誠

簿
順
子

緑

が

丘

円

山

田

大
塚
千
秋

上
宝
賀

η

師

宮

漕

光

江

五

加

白

河

西

部
カ
ツ
子

上

峰

尻

甜

柄

引

犬

塚

政

労

新

盛

岡

田

聞

英

氏

鈴

子

符

叩

手

厚

ゃ

い

じ

F
本

郷

田

鈍

倒

山

満

郎

区

間

凶

目

白

小

池

す

ゑ

山

口

M
開

田

保

術

武

夫

新

屋

別

帥

市

川

武

男

木

町

田

剖

小

体

怨

裳

拳

材

木

町

口

開

平

体

百

合

上

手

持

9
 

7
 

8
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クリスマスライトアップ&コンサート
12月16日U11から24日関まで、大干町通りのポケットパークと宙路

樹、そして新書町教会をライ トアップします。また、これにあわぜ

て、上旧高工会揖所 1階ロビー (22目白み上回新書町教会)でコン

サ トを行います。(時|聞は午櫨7時から8時四分予定)

12月16日(月)群馬主曹輩団メンパーによるチェンパロとフルートのタペ

12月17日出 よ田サクソヲ方 ーンカルテ γ トコンサー卜

12月18日嗣童沢信子さんインディアンハープ (アルパ)のタベ

12月19日嗣 メロウデイズーロマンチ ックコンサート

12月20日幽 V.P.Gよ由連声合唱団特別潰聖書

芝居仕立てのコンサート 『達文の妻いクリスマス』

12月21日出 Pro'ArteoNAGANO Jt韮国軍曹団コンザート

12月22日(目] クリスマスにパγハを聴く

チャーチ ・コンサー卜 (新書町教会)

.入場料 500円、小 中学生300円 .問い合わせ 観光哩(¥'31422)

全圭場に入場できる特別会員券羽田円 ・2佐 川口，;イト 7 ， i &J/~ー トZ52胎

、j

・
土
小
地
活
8
市
町
村
の
広
繍
担
当

叫

記
J

者
が
-a
ぃ
、
情
報
交
換
や
鰻
隆
を
掴
ワ

刷

後

~
て
い
る

司五
蝿
会
』

{毎
月
S
自
に

f
¥
会
舎
を
飼
い
て
い
る
た
め
命
名
》・

わ
れ
わ
れ
の
活
動
?
が
実
り
、

7
Rに
以

上

園
鎗
鍵
広
緩
行
致
事
務
組
合
か
-b

『上
小
広
線

連
絡
会
』
と
し
て
霊
式
に
存
在
を
毘
め
ら
れ

研
修
や
怠
見
・
値
市
銀
支
設
を
し
て
い
る
・

n
a
n
M
g
に
は
、
同
じ
よ
う
な
活
面
を
し
て

い
る
幡
野
馬
県
邑
楽
廊
と
館
林
市
の
広
報
鑓
当
者

S
人
が
長
門
町
に
線
療
に
訪
れ
、
わ
れ
わ
れ

の
舎
も
い
ラ
し
ょ
に
交
涜
さ
ぜ
て
も
ら
ラ
た
.

全
国
的
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
広
縄
紙
作
り
を

し
て
い
る
人
た
ち
に
直
梅
隠
し
を
聞
〈
こ
と
が

で
き
た
い
へ
ん
勉
強
に
怠
っ
た
.《
た
な
か
)

-
企冗

R
"日
に
小
崎
3
更
祖
聞
が
開
A
品
吃
よ

信
鶴
自
動
車
道
。
置
は
7
年
近
〈
前
に
湖
る
・

自
分
が
広
縮
担
当
に
軒
妙
。
た
と
き
・
高
温
道
官
・

・・
M
M
、
歯
車
だ
亀
一
冗
と
悩
樋
の
段
階
だ
，
た
.
以

来
、
側
通
に
向
げ
エ
寧
が
進
む
寝
舗
に
銭
度
と

怠
ぐ
足
を
運
び
、
写
真
に
収
め
た
。
広
胞
の
紀

・
・
も
ぎ
ヲ
と
数
え
た
だ
け
で
も
鈎
図
以
上
陪

縄
橿
思
し
て
い
る
だ
ろ
う
一
.
そ
れ
だ
け
に
市
陪
も

ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
歴
史

的
怠
関
心
事
だ
っ
た
の
で
は
広
い
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理 ・美容業・飲食業などの皆さん

.結核健康診断(胸部X線検診)

上回保健所では、事業所の皆さんの結骸健康診断を

行います。料金は無料です。各市町村、事業所、施設

などで定期検診を畳けた場合も、 3か月以上経過した

かたは必ず受診してくださ L、。

マ対車車種 飲食庖業、旅館業、 llli・美容量、保育

園 ・幼稚園の職員 マその他 任検診の結果、異常の

あるかたのみ通知します。喧妊娠しているかた、妊娠

したと思われるかたは畳診しないでください。③当日

は、勤続、プラスチックのある衣類は避け、ボタンの

ない肌着かTンャツで畳診してくださも、。 マ聞い合

わせ上回保健所 (1I!L@7148)

.胸部倹除草案施分

保健 診 tt
健康推進 課

「世界エイズデー』

12月 1日は 『世界エイズデー』です。今回のテーマ

は“OneWorld. One Hope.~ です。

エイズの検査 ・相談は毎週火 ・水曜日 (午前9時~

9時30分)に上回保健所で無料で行っています。直通

の電話相談(固ゆ7149)もあります。秘密厳守ですの

で、心配のあるかたは、お早めにご相談くださ L、。

.12月1日は

骨組Lょう症を予防するためには、骨密度を測って、

自分白骨白状態を知ることが大切です。

そこで、骨密度検訟を行います。短時間で手軽に測

定できますので、お気軽にお受けくださも、。

bとき ・ところ 平成9年2月4日拠=文化会館、

2月 5日剛=文化会館、 2月6日制=上田創造館 (時

聞は、午前9時30分から11時3D5}まで・午後 1時から

3時まで田聞の指定する時間) c>対象今までに骨

密度測定を行ったことのない20歳以上白人 じ〉尊重人

散 200人 (申込者多数の場合は抽選) c>費用 個

人負担2000円 (70歳以上白かたなど由減免はありませ

ん) [>尊重期間 12月5日幽~同20日幽 (当日消印

有効〉 マ申込方，圭 往復はがきに、住所 ・氏名 ・年

齢(生年月日) .電話番号を明記して 『〒386 上田

市大手 1-11-16 上田市健康推進諜』へ。(返信面

の住所 ・氏名も忘れずに記入してください) c>問い

合わせ 健康推進課 (困1626)

.骨粗しよう症の 『骨密度測定』

園目

子』谷実可
ツスボ

15日(日)23270鵡演
上田市民会館

12月

※当日、駐車績がありませんので、お車はご連掴くださL、
子さん(ソウルオリ ンピック シンクロナイズドスイ ミJグ鋼メダリス ト)

「私とオリンピックJ
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